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次世代原子力システム研究開発

　JSFRでは、原子炉格納容器に鋼板コンクリート（SC）
構造を用いたSC造格納容器（SCCV）の採用を検討してい
ます。SC構造は２枚の鋼板間にコンクリートを充てんさ
せ、スタッド等によって結合されています。更にSCCVで
は耐力を増すために鋼板の間にはタイバーや隔壁といった
補強を施し、原子炉容器などを格納します（図１ - １６）。
　JSFRの格納容器については、ナトリウム漏えいを含
む過酷事故を想定した場合、SC構造の内側鋼板は、高温
にさらされることで強度が低下する等の影響を受けるこ
とが予想されます。したがって、万が一このような状況
が起こったとしても、強度を維持し、放射性物質の拡散
を防ぐSCCVを開発する必要があります。本研究開発で
は仮想的に高温ナトリウム（最大温度７００ ℃程度）が格
納容器に漏えいしたとして、高温下での使用部材の特性
を把握する試験を行いました。
　上記目的のために、SC構造の強度や破壊状況を、温度
や破壊性状の違いをパラメータとして試験を実施しまし
た。試験結果の一例として、鋼板に垂直荷重をかけてコ
ンクリート部分を曲げ破壊させる面外曲げ試験と呼ばれ
る試験を実施し、SC構造の熱及び面外曲げ荷重に対す

る耐力・変形特性の把握を行いました。本試験において
は、最大耐力を測定するために破壊が起こるまで荷重を
かけることとし、隔壁が１枚のもの（単壁）と５枚（連続
壁）のものを用意して、それぞれ室温と高温加熱したもの
で比較を行いました。測定結果から高温にさらされた試
験体であっても、室温と同等の耐力を保持していました。
この際、鋼板にき裂などは生じませんでした。また、隔壁
が１枚の時の耐力を５倍した耐力よりも隔壁が５枚ある
連続壁の耐力の方が、最大耐力が大きくコンクリートの
変形を拘束し補強できることが分かりました（図１ - １７）。
　SC構造は従来の鉄筋コンクリートを用いた工法と違
い、鋼製部分を工場で生産することが可能となります。
そこでSCCVをある区画ごと（ユニット）製作して海上
輸送することによって、現地での配筋や型枠作業が必要
なくなります。この結果、従来工法と比較して現地施工
の削減などにより約２０％程度建設工期の短縮が見込める
と試算しています（図１ - １８）。
　今後も、耐力試験などを実施し、試験データを基に、
より安全性の高いSCCVの実現に向けた研究開発を行っ
ていきます。
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図１ - １７　面外曲げ試験体と測定結果
SC構造の最大耐力を測定するため、破壊試験を行いました。
隔壁によりコンクリートの変形が拘束でき、SC構造の補強が
できることが分かりました。
＊「単壁」１枚の結果を５枚分足し合わせたもの

Case 1＊. 単壁，加熱
Case 2. 連続壁，加熱
Case 3＊. 単壁，室温
Case 4. 連続壁，室温
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図１ - １８　従来工法とSC構造を採用した際の工法との建設工期比較
工場製作とSC構造の採用により、鉄筋・型枠等の現地作業の短縮化が図れ、建設工期が従来の工法よりも約２０％短縮できます。
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図１ - １６　SC構造概念図とSCCV概念図
２枚の鋼板間にコンクリートを充てんさせ、スタッド等で結合
したSC構造に隔壁等で耐力補強して原子炉格納容器として使
用します。

スタッド：コンクリートと鋼板を結合する機能、隔壁・タイバー：鋼板補強


